
コントロール・ポートフォリオ
分析モデル
「コントロール・コスト」の見える化と最適化

企業は、課せられる様々な法規制やリスク対応のために膨大な時間および費用を負担しています。
これらの活動に係る成果とコストのバランスを最適に保つことが経営管理の課題となっています。
KPMGは、コントロール・ポートフォリオ分析モデル（CPAM）を活用し、最適バランスの実現を
支援します。

コントロール・コストとは?

内部統制や内部監査に関するコストは、統括担当部署の人件費や外部委託費など容易に
把握できるもののみで測定しがちです。しかし実際には、これらのコスト要素は全体の
一部にすぎず、その大部分は、日々の活動に関連した「隠れた」コストから形成され
ます。全体のコントロールに対するリソース投入の対象と量について、より最適でより
効果的なポートフォリオはどうあるべきかを判断するためには、隠れたコストも含めた
コントロール・コスト全体の把握が必要です。
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評価および監査コスト

経営者や管理者のレビュー

統制の実施

誤り・修正への対応

関連する間接活動



コストの全体像を可視化
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コントロール・ポートフォリオ分析モデル（CPAM）

コントロール・コストの最適化には、コントロールの状況に関するデータへの洞察に
より、時間や資金が集中している場所を理解すること、およびより大きな効果が期待
できる場所を特定することが必要です。

KPMGのコントロール・ポートフォリオ分析モデル（CPAM）は、コントロール・
コストを分析・可視化する方法論であり、「隠れた」コストも含めて、コントロール・
コストの全体像を明確にします。クライアントの①リスクコントロールマトリクスと
②就業時間と人件費などのインプットに対して、③定型化されたコストドライバーに
基づき、Webベースのツールを用いてすべてのコントロールを分析し、コントロール・
コストの全体像を可視化します。
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様々な切り口による分析結果の可視化（使いやすく柔軟なダッシュボード）

コントロール・ポートフォリオ分析モデル（CPAM）では、個々のコントロール単位で
の分析が可能です。クライアントが望む任意の属性（帰属組織、コントロールの種類、
プロセス等）によって、結果を調査集計することができます。分析結果はユーザー
フレンドリーなダッシュボードで視覚化でき、クライアントが有する特定の関心や懸念
に合わせて主要な分析結果を強調するなど、直観的で有益なレポートを提供することが
できます。

CPAMでは、他社とのベンチマークによる相対的な比較を行うことも可能です。

分析レポートの例



KPMGコンサルティング株式会社

TEL : 03-3548-5111
kc@jp.kpmg.com
www.kpmg.com/jp/kc

本リーフレットで紹介するサービスは、公認会計士法、独立性規則及び利益相反
等の観点から、提供できる企業や提供できる業務の範囲等に一定の制限がかかる
場合があります。詳しくはKPMGコンサルティング株式会社までお問い合わせく
ださい。

ここに記載されている情報はあくまで一般的なものであり、特定の個人や組織が置かれている状
況に対応するものではありません。私たちは、的確な情報をタイムリーに提供するよう努めてお
りますが、情報を受け取られた時点及びそれ以降においての正確さは保証の限りではありません。
何らかの行動を取られる場合は、ここにある情報のみを根拠とせず、プロフェッショナルが特定
の状況を綿密に調査した上で提案する適切なアドバイスをもとにご判断ください。
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KPMGのデジタル活用に対する想い

KPMGでは、労働人口減少時代において限りある、そして企業にとって最重要リソース
である人材を、最大限活用することが企業の競争力強化に重要であると考えています。

代えがたい仕事に人間が集中する、人間ならではの強みをより強く発揮する、KPMGは
そのためのデジタル活用を推進してまいります。

KPMGが提供するもの

KPMGは、クライアントのコントロール・コストの最適化を進める活動を支援します。

 ビジネスプロセスに内在する隠れたコストへの洞察

 様々なビジネスへの経験値に基づく、豊富なコントールの組み合わせバリエーション
の最適化提案

 リスク軽減に係る費用対効果が低いコントロールの特定

 コントロールの種類とクライアントの目的に応じたコントロールの全体状況の可視化

 コントロールの改善、排除、または自動化のための領域の特定
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